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》師 文要旨

本研究は､わが国の近代学校体育の基礎を築いたといわれる「体操伝習所」の設立（明治１１（1878）

年）以前という時期に焦点を当て、明治５（1872）年「学制」頒布以降の主として小学校教育課程に

｢体操」という教科がどのように位置づけられ、その教授内容としてどのような体操教材が選択され

たか、当時の体操教科への取り組みとその模索過程を明らかにすることを目的とした。体操伝習所に

おいて体操指導者が養成ざれ全国に輩出される以前には、体操を専門に習得した小学校教員は皆無に

等しかった。「体操」という新教科とその教授法を全国に伝達する役割を担ったのが、「体操図解」と

呼ばれる体操解説書。指導書であった。本研究ではこの「体操図解」に焦点を当て、現存が確認でき

た図解計57冊（添付表参照）を調査し、そこに記載されている内容の分析により、当時、小学校の

体操教材としてどのような体操法が選択され奨励されたか、またどのような教授法によって実践が試

みられていたか、この「体操図解」の成果と限界は何であったのかを考察した。その結果、以下のこ

とが明らかとなった。

「体操図解」は、体操単独の解説書・指導書として編纂されるか、あるいは「小学入門」解説書や

小学教授書中において他教科教材に添付される形で編纂された。文部省および直轄学校編纂の教科書

の翻刻許可がなされた明治６（1873）年以降、その出版数は徐々に増加した。これらの教科書・教授

書は、特に明治８（1875)、９（1876）年には多数出版され、東京・大阪。京都など近世からの出版産

業が盛んであった地域を中心に民間の出版者らにより供給された。

「体操図解」編纂に関わった人物の中には、当時の小・中学校教育、師範教育の研究および教授法

の指導を実践し、全国のモデル校的立場にあった「東京師範学校」（明治５年設立）の卒業生や同校

に参観に訪れた地方教員らがいる。彼らは、小学入門の解説書や小学教授書を編纂する中で、体操科

の必要性についても言及し、「体操図解」として体操の内容と教授法を書中に掲載した。彼らの選択

した体操は、明治５年「学制」頒布以降に文部省が初期の体操教材として例示した医療体操の系統に

位置する『樹中体操法図』（明治５年、南校)、『東京師範学校板体操図』（明治６年、東京師範学校)、

あるいは幕末以来わが国が軍制改革において模範とした仏式軍隊訓練の基礎的体操の－部をアレンジ

した体操であった。これらの体操を小学校児童の心身の健康と安全に配慮し、教師の号令指示による
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教授法とともに「体操図解」という形で紹介した｡あくまで、小学校の正課授業間の５～10分程度、

一日の全課業終了時の30分程度に実施される、倦怠感の解消や気晴らし、あるいは血流や正常な筋

骨の維持など生理学的効果を期待した保健衛生的体操であった。「体操図解」は、東京師範学校等で

指導されたこの体操を小学校教科課程の中に位置づけ、体操法を図と解説によって可視化し、人々に

啓蒙する役割を果たした。健康維持のために選定された体操は、西洋移入の新奇な体操であり、教師

の号令指示による一斉教授法と身体部分の動作を一定の秩序に準じて操作する形式的な体操であっ

た。これらの体操は、人々の奇異なまなざしや学校で実施することに対する抵抗を受けつつも、教則

や教授書の中で学校児童生徒に適当な運動法として奨励されていった。

しかし、実際に学校での実施を試みるとき、この西洋移入の体操法は教師によって教授されなけれ

ばならず、その教師でさえも経験のない者がほとんどであった。教師が手がかりとしたのは、東京師

範学校をはじめとした師範学校における教授実践の参観と講習、あるいは「体操図解」のような体操

手引き書からの情報であったと思われる。短期間の講習や、体操を図と文章で解説した「体操図解」

では、実技教科である「体操」の習得は困難であった。「体操図解」は、小型本に縮刷され、あるい

は安価で提供され、あるいは解説文が詳細になるなど実用化に向けた様々な工夫が試みられるが、文

字化･図式化された｢マニュアル｣のみによる体操教授には限界があった。「体操｣という実技教科には、

実際に体操動作や教授法を体得した教員が求められる。この体操専門の教員養成に着手したわが国最

初の事業が明治１１年「体操伝習所」の設立であった。

「体操図解」による体操普及の限界は、体操伝習所の体操法研究と、全国への体操教員派出により

克服されていくが、彼らが全国に普及した体操法もまた、保健的体操法の域を脱しておらず、「体操

図解」で紹介された体操と同系統の医療体操と呼ばれるものであった。従って、「体操図解」は明治

初年の近代学校教育発足期に、保健的体操を小学校教育課程の中に例示し、実践を奨励するという

先駆的役割を果たしたのである。図と文章による体操マニュアルは、明治１０年代以後も体操指導書

として編纂され出版されていくが、特に、体操伝習所卒業生により編纂された体操指導書は明治１５

(1882）年以降多数出版され、全国への体操普及に大きく貢献した。しかし、この体操教授書と体操

普及の背景には、体操専門教員の存在があった。彼らはまた、自らの身体による体操法の伝達を可能

にし、体操を行う身体を可視化したと言えよう。

身体的技能の習得を伴う実技教科には、その方法を熟知した指導者の存在が不可欠である。この点

は、体操以外の実技教科である図画や音楽といった教科にも共通して言えるだろう。図や文章などの

記号化された情報のみでは、身体的技能の習得は不可能である。また、身体の動きや状態を文章化す

ることには一定の限界を伴う。本研究は、結果的にこのような実技教科における特Ｉ性と指導者の必要

性を歴史的に検証する研究となった。
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【表】明治初期「体操図解」一覧

No.出版年（明治年）出版月著者・編者書名出版地域所在※
１１８７４．７５田中義廓閲、土方幸勝輯師範学校小学教授法附録東京国会

２"〃田辺良作箸小学必携体操図解不明国会

３〃'１１天野皎編体操図解大阪教研

４〃'9鳥海弘毅編纂飾磨県下等小学授業法姫路東書

５１８７５８６′飾磨県下等小学授業法（二）′国会

６'’１上野影、佐野嘉衛箸度会師範学校小学教導図解伊勢山田東害・国会

７''２小倉庫二編小学敦方筌蹄（下）東京｜東書・筑波
８''３杉景俊閲正、松川半山篇画師範教授小学生徒必携大阪国会

9〃〃６村田与平図解小学入門読本附体操略解京都東書

1０〃'６加島喜一郎約解小学入門約解尾張東書
1１′’７水渓良孝図解小学入門便覧京都筑波

1２′'８書学教館蔵小学生徒教授法甲府東書

１３'’9大森鼎三訓点､詳解小学入門教授本大阪｜国会
１４’'１ｏ柾木正太郎解小学入門教授本大阪｜教研
1５′〃１１杉景俊閲正、松川半山篇画改正小学生徒必携一名教師心得大阪国会

1６′〃１１陶山直良注解小学入門教授書大阪教研

1７′〃１２松川半山註解童蒙画引小学入門大阪東書

1８′'１２伴源平冒111点解小学入門教授略解大阪秩父宮・国会

1９′〃１２松山若>中撰新撰体操図解静岡国会

2０１８７６９２狭川峯二箸小学入門大全大阪国会

２１〃'２１遠見岩吉解小学入門辨解｜兵庫同志社大
2２′'２(版権）城谷謙著体操図解｜京都国会
2３′'２水渓良孝図解増補小学入門便覧京都東書

2４′'３家原政紀編小学入門和解大津国会

2５′〃３中川正有編小学入門教授用法名古屋国会・教研

2６′〃３岩崎広人編改正小学入門原解伊勢山田東書・筑波

2７′'５乙葉宗兵衛編小学入門懸図便覧註解京都国会

2８′〃６山崎勝二郎入門改正小学教授法大阪国会

2９′〃７河辺彦亮箸小学入門生徒便覧大阪国会

3０′〃８大害仲宣編体操教授方法名古屋国会

3１′〃Ｂ青木輔漬編師範学校改正小学教授方法東京東書・国会

3２′〃１１土橋鶴三図解改正小学入門図解便覧京都国会

3３′〃１１森本大助出版小学入門大阪国会

3４′〃１１山川良峯箸小学入門要覧大津国会

3５′〃１１松川半山註解並画小学教授便覧大阪国会

3６〃'１２柳河梅次郎傍訓掌中小学入門東京国会

3７１８７７１０１柾木正太郎注解小学入門教授便覧大阪国会

3８′'２津田敬之編訂正音訓小学入門詳解京都国会

3９′〃４松川半山編小学入門教授解附録（訂２版）大阪国会

4０′"５松田錠蔵箸増補小学入門読本京都国会

4１′〃１２中村毎編校正小学入門教授法大阪教研

4２′'１２薮内勝繁編、合志林蔵校閲改正小学教授校本東京筑波・教研

4３１８７８１１１新井小八郎箸改正掛図生徒教授法兵庫東書・国会

4４′〃１小林義則編小学教授要本横浜東書
4５′〃２師範学校編、田中楳太郎注解増訂小学入門便覧大阪国会・東書

4６〃'２大場助一註諄小学教授本東京国会

4７′〃４藤丼惟勉編小学入門授業法東京東書・国会
4８′〃６師範学校銅版小学入門東京筑波

4９′'６安倍為任出版小学入門法東京筑波

5０′′６浦名熊之助編小学入門必携大阪国会

5１′〃７田中鼎編小学授業法指掌下長岡国会倦之一)･教研(上下巻）
5２′”７長瀬寛二編小学入門教授解岐阜教研

5３’'’９北川半蔵小学入門手引便覧京都国会･東書
5４１８８０１３１５長瀬寛二編初学入門教授解岐阜教研

5５〃'１２白石時康編小学教授本仙台教研
5６１８８２１５６榊原英吉編小学指教連語図便覧大阪国会

５７１不明不明不明前田版絵本体操図大阪筑波・秩父宮

※所在の略称「国会｣:国立国会図書館、「東書上東京書籍教科書図書館（東書文庫)、「教研｣:国立教育政策研究所教育図書館、
｢秩父上秩父宮記念スポーツ図書館、「筑波」：筑波大学、「同志社大」：同志社大学附属図書館

1１

ＮＣ 出版年 (明治年） 出版月 著者・編者 啓名 出版地域 所在※
1８７４ 田中義廉閲、土方幸勝輯 師範学校小学教授法附録 東京 国

田辺良作箸 小学必携体操図解 不明 国

天野皎編 体操図解 大阪 教研

鳥海弘毅編蕊 飾磨県下等小学授業法 姫路 東書

1８７５ 飾磨県下等小学授業法（二） 国

-k.野彰、佐野嘉衛薯 度会師範学校小学教導図解 伊勢ili田 東書・国

小倉庫二編 小学敦方筌蹄（下〉 東京 東書・筑波

杉景俊閲正、松川半山篇画 師範教授小学生徒必携 大阪 国

村田与平図解 小学入門読本附体操略解 京都 東

1０ 加島喜一郎約解 １１学入門約解 尾張 東書
１１ 水渓良孝図解 入学入門便覧 京都 筑波

1２ 害学教館蔵 入学生徒教授法 甲府 東書

1３ 大森鼎＝言１１１点、詳解 ］学入門教授本 大阪 国

副４ 柾木正太郎解 入学入門教授本 大阪 教研

1５ 杉暑倖問TF-オハⅡl昌哩「,.驚両 改正小学生徒必携・・名教師心得 大阪 国

1６ 陶11｣直良注解 小学入門教授害 大阪 教研

T７ 松川半山註解 毒蕊両日゛/ik掌スＰＥｌ 大阪 東書

1８ 伴源平副１１点解 小学入門教授略解 大阪 秩父宮・国

19 松山若沖撰 新撰体操図解 静岡 国

2０ 1８７６ 狭111峯二箸 小学入門大全 大阪 国

2１ 遠貝岩吉解 小学入門辨解 兵庫 同志社大

2２ 膳） 城谷謙箸 体操図解 京都 国

2３ 水渓良孝図解 増補小学入門便覧 京都 東書

2４ 家原政紀編 小学入門和解 大津 国

2５ 中ｊ:二有絹 小学入門教授用法 名古屋 国会・教研

2６ 岩崎広人編 改正小学入門原解 伊勢山田 東書・筑波

2７ 乙葉宗兵衛編 小学入門懸図便覧註解 京都 国

2８ 山崎勝二郎 入門改正小学教授法 大阪 国

2９ 河辺彦亮箸 小学入門生株価寛 大阪 国

3０ 大喜仲宣編 体操教授方法 名古屋 国

3１ 青木輔渦編 師範学校改正小学教授方法 東京 東書・国

3２ 土橋鶴三．図解 奴止小字人門凶解使寛 京都 国

3３ 森本大助出版 小学入関 大阪 国

3４ 山Ⅱ1良峯箸 小学入門要覧 大津 国

3５ 松川半山註解並画 小学教授便覧 大阪 国

3６ 柳河梅次郎傍面''１ 掌中小学入門 東京 国

3７ 1８７７ 柾木正太郎注解 小学入門教授便覧 大阪 国

3８ 津田敬之綱 言_正音訓小学入門詳解 京都 国

39 松111樂山編 小学入門教授解附録（訂２版） 大阪 国

4０ 松田錠蔵箸 増補小学入門読本 京都 国

4１ 中村毎編 校正小学入門教授法 大阪 教研
４２ ２ 薮内勝繁編、合志林蔵校閲 改正小学教授校本 東京 筑波・教研
４３ 1８７８ 新井小八郎箸 改正掛図生徒教授法 兵庫 東書・国

４４ 小林壌則編 小学教授要本 横浜 東
4５ 師範学校編、田中楳太郎注解 増訂小学入門便 大阪 国会・東書

4６ 大場助一註讓 小学教授本 東京 国会

4７ 藤井惟勉編 小学入門授業法 東京 東書・国

4８ 師範学校 銅版小学入明 東京 筑波

4９ 安倍為任出版 小学入門法 東京 筑波

5０ 浦名熊之助編 小学入門必獺 大阪 国

5１ 田中鼎編 小学授業法指掌一Ｋ 長岡 国会(巻之一)･教研く上下巻）
5２ 長瀬寛=福 小学入門教授解 岐阜 教研
5３ 北ｊ,､半蔵 小字人門干５'ul史寛 京都 国会・東書

5４ 1８８０ 長瀬寛宝絹 初学入門教授解 岐阜 教研

5５ 白石時康編 小学教授本 仙 教研

5６ 1８８２ 榊原英吉編 ′入学指教連語図便覧 大阪 国

5７ 不明 不明 不明 前田版 絵本体操図 大阪 筑波・秩父宮



Abstr鋤cｔ

PhysicaleducationinJapanisbuiltonthebaseoftheestablishmentofZhjso-火"sｈｗｏ（NormalSchool

ofGymnastics）inl878ThehistoricalroleplayedbyZhな０－生"sAVointhestudyofphysicaleducationin

Japanisevaluatedthroughstudiesfromthepointsofviewoftheeducationalsystem,educationalpolicyandthe

activitiesofgraduatesofZhjso-db"s/iwQ

However,evenbefOretheestablishmentofZhjso-化"s/iwo,aftertheannouncementofthenew‘Gakusei，

systeminl872,duringtherefbrmationoftheJapaneseeducationalsystemandtheintroductionofWestem

ideas，gymnasticsbecamepartoftheeducationalcurriculumandresearchintoandtrialsofequipmentand

teachingmethodsbeganThisstudyinvestigatesthisperiodofresearchandtrialintheearlyMeijiEra,befOre

theestablishmentofZhjso-.℃"３A"o,bytakingasitsfOcusZhなo-z"ﾉhzi(ManualofGymnastics）．

Zhjso-zzJAzziintroducedandexplainedtheireegymnasticsandplaythathadbeenchosentoensurethehealth

ofprimaryschoolchildrenGraduatesandteacherswhocametostudyatTbkyoNormalSchool,wherethistype

ofgymnasticswasbeingtaught,wrotemanyofthevolumesintheZZJjso-z"Amcollection､Thesewereintended

tobeeithermanualsandteachingguidesfOrgymnastics，orappendicestogeneralprimaryschoolteaching

guides、ＺｂＬｓｏ－ｚ"AmintroducedthegroupstyleofgymnasticsbroughtinfromtheWestthroughillustrations

andexplanations，andhelpedtospreadpracticeoftheｎｅｗｍｅthodsHowever,theteachingandleamingof

apracticalsuhjectsuchasgymnasticsusingmanualsaloneisverydifficult,ａｎｄsoofcoursethepresenceof

trainedgymnasticsteachersbecameessentiaLThealmostcompletelackofsuchtrainedteachersputahalttothe

popularisationofZhjso-zzJAzJiInordertoovercometheproblemswithingymnastics,Zhjso-火"ｓｈｗｏ(Normal

SchoolofGymnastics）wasestablishedinl878．
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論文審査結果の要旨

本研究は、わが国の近代学校体育の基礎を築いたといわれる「体操伝習所」設立（1878）年以前に

発行された、国内に現存が確認できるほぼ全ての「体操図解」計57冊を調査収集し、それらの記載

内容の形式や掲載されている体操の動作記述の比較検討を行って、わが国近代体育の模索期において

小学校体操教材としてどのような体操法が選択され、どのような教授法によって実践が試みられてい

たかを明らかにするとともに、この「体操図解」の成果と限界を考察することによって、その歴史的

な位置づけを図ろうとした研究である。こうした近代体育模索期の「体操図解」はこれまで個別的。

断片的に紹介されてきたに過ぎず、本研究によって初めてその全体像と系統性が明らかにされ、また

それらを通して、近代体育史上「空白期」と見なされがちであったこの期の体操実践に向けた努力が

｢体操図解」出版という形をとって各地で真剣に行われていた事実を知ることができる。

本研究は序章、本論３章、結章から構成されている。第１章は、後に刊行される「体操図解」に

転載されていく元となった文部省とその直轄学校、陸軍省において研究され、翻訳。出版された「体

操図解」について、出版目的や経緯、記述内容について検討している。第２章は５７冊の「体操図解」

の記述内容を分析し、①「体操之図」（挿し絵型）②「児童遊戯の図」と徒手体操（伊勢山田版）な

ど11種の系統に分類できるとしている。第３章は「体操図解」の成果と異議、その限界について次

のような考察を加えている。

「体操図解」は、体操単独の解説書。指導書として編纂されるか、あるいは「小学入門」解説書や

小学教授書中において他教科教材に添付される形で編纂された。文部省および直轄学校編纂の教科書

翻刻許可がなされた明治６（1873）年以降､その出版数は徐々に増加した。これらの教科書･教授書は、

特に明治８（1875)、９（1876）年には多数出版され、東京。大阪・京都など近世からの出版産業が盛

んであった地域を中心に民間の出版者らにより供給された。

「体操図解」編纂に関わった人物の中には、当時の小・中学校教育、師範教育の研究および教授法

の指導を実践し、全国のモデル校的立場にあった「東京師範学校」（明治５年設立）の卒業生や同校

に参観に訪れた地方教員らがいる。彼らは、小学入門の解説書や小学教授書を編纂する中で、体操科

の必要性についても言及し、「体操図解」として体操の内容と教授法を書中に掲載した。彼らの選択

した体操は、明治５年「学制」頒布以降に文部省が初期の体操教材として例示した医療体操の系統に

位置する「樹中体操法図」（明治５年､南校)､『東京師範学校板体操図」（明治６年､東京師範学校）や、

あるいは幕末以来わが国が軍制改革において模範とした仏式軍隊訓練の基礎的体操の一部をアレン

ジした体操であった。いずれも小学校児童の心身の健康と安全に配慮し、教師の号令指示による教授

法とともに「体操図解」という形で紹介したものであり、小学校の正課授業間の５～１０分または３０

分程度実施される、倦怠感の解消や気晴らし、あるいは血流や正常な筋骨の維持など生理学的効果を

期待した保健衛生的体操であり、教師の号令指示による一斉教授法と身体部分の動作を一定の秩序に

準じて操作する形式的な体操であった。「体操図解」は、東京師範学校等で指導されたこの体操を小

学校教科課程の中に位置づけ､体操法を図と解説によって可視化し、人々に啓蒙する役割を果たした。

結論（結章）では以下のように述べる。西洋移入の近代的な体操法は教師によって教授されなけれ

ばならなかったが、その教師は全くの未経験者がほとんどであった。そうした教師が手がかりとした

のは、東京師範学校をはじめとした師範学校における教授実践の参観と講習、あるいは「体操図解」

のような体操手引き書からの情報であった。だが、短期間の講習や、体操を図と文章で解説した「体

操図解」では、実技教科である「体操」の習得は困難であった。「体操図解」は、小型本に縮刷され、

あるいは安価で提供され、あるいは解説文が詳細になるなど実用化に向けた様々な工夫が試みられる

が､文字化｡図式化された「マニュアル」のみによる体操教授にはおのずから一定の限界があった。「体

操」という実技教科には、実際に体操動作や教授法を体得した教員が不可欠であった。この体操専門
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几

の教員養成に着手したわが国最初の事業が明治11年の「体操伝習所」設立であった。

本研究ではこのように、「体操図解」の一定の成果と限界が体育内容の精綴化と教員養成とを目的

とした「体操伝習所」に結びついていったと主張する。こうした見解は従来見られなかった新学説と

して、学会に寄与するものと評価できる。全国に散逸する資料収集努力とそれらの丹念な分析をもと

にした考察、それらから導き出された新たな知見を含んだ本研究は、学位（学術）論文として十分な

水準に達しており、審査員全員一致をもって合格と判定した。
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